なったら しいので す。 

一 一人 は 何とい う 愚かな 一 一人だった でしよう。 

なぜ あんなに 固 くるしく まじめな 態度 を 執った ので 

しょう。 

なぜ あんなに、 お 互いの 恋 を 警戒し 合った のでし よ 

ク ゝ o 

う 力 

…… 三 太 郎君 は その 原因 を 知って いました。 

…… ホン トウの 事 を 云います と、 あの 露 子さん の 顔 

を 初めて 見た 晚に、 三 太 郎君の 魂 は、 よく 眠って いる 

三 太 郎君の 肉体 をソ ー ッと 脱け 出して 行った のです。 



わるい 色で、 しまいに は 薄紅い 斑点 さえ まじって 来 ま 

した。 卵の 中のう なり 声 も 次第に 高まって、 歯 をむ き 

出した 野獣 か何ぞ のように 物狂おしく 力強く きこえて 

は * きし 

来ました。 時折り は キリ キリと 歯切り をす るよう な 音 

さえ 殻の 中で 起る のでした。 

三 太 郎君 は そのたん びに ゾッ とさせられました。 夜 

通し 眠られぬ 事 さえ ありました。 これ は タマラ ヌ …… 

と 心配しながら …… 。 

すると 或る 夜の 事、 三 太 郎君が ゥ ンゥン 唸る 卵 を 

ふところ 

に 入れた まま、 ウッラ ウッラと 睡 つてい るう ちに、 



沓脱 石の 処には 何の あとかた もありませんでした。 

おおかた 昨夜のう ちに 近所の 犬 か 猫 かが 来て 嘗めて し 

まった のだろう と 思われる 位キ レイに な つ ており まし 

た。 

三 太 郎君 はホッ としました。 そうして 何 喰わぬ 顔で 

朝食 前の 散歩に 出かけました。 

裏の 家に は 誰か 又 新しい 人が 引越して 来る らしく、 

貸家 札が キ レイに i: ぎ 取られて ありました。 
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